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記録する、保存する、活用する 



記録する 

• 復興の営みを記録すること 



保存する 



人と防災未来センター資料室 
3名の資料専門員 

• 資料点数 
– 一次資料約19万点 
– 二次資料約4万点 

 
• 資料公開についての
確認 
– 公開できてこそ資料が
活きる 

– 震災から22年が経過
し、だんだんと連絡がむ
づかしく 



活用する 



災害メモリアルアクションKOBE 



震災資料語り 
http://www.dri.ne.jp/exhibition_materials 




